
 

 

令和元年度 第 5回運営委員会議事録 

 

■日時：令和元年 10月 10日（火）14:00～16：30 

■場所：鶴ヶ島市市民活動推進センター 

■出席：鈴木勝行、宮﨑弘子、佐藤英人、浅井敬三、金澤光 

■議長：鈴木勝行 

■書記：宮﨑弘子 

■資料：①2019年入間川に設置された狭山市３ヶ所の魚道に関する遡上調査表《鈴木》 

    ②2019年中山堰に新設された魚道に関する遡上効果調査表《鈴木》 

    ③令和元年 9月 10日以降の調査進捗状況について《金澤》 

    ➃令和元年アユ遡上作戦調査結果と燃料費等の経費《金澤》 

 

■協議内容 

1. 標識アユ関係の遡上調査の進捗状況と今後の予定 

➀ 5/３ 菅間堰遡上を確認した 

➁ 鈴木作成調査表と金澤作成調査表を併せて一覧表を作る。 

 ➂ 「10/12 飯能市圏央道橋の下で調査をしたい。佐藤（康）さんに声をかけたい。」との金澤さ

んの要望に対して、鈴木会長から「台風が到来するので実行については考えてほしい」との意

見があった。 

➃ 10/13 菅間堰投網大会に参加（金澤、佐藤（康）浅井)   

 ➄10/19、20、22 越辺川、都幾川で調査（金澤）との連絡あり。（金澤） 

 

2．サイサン環境保全基金進捗状況について 

 ・現在、実績報告についてまとめ中（鈴木）。報告書はシンポジウム（3/22）までに完成の予定。 

 ・ 遡上調査については金澤氏がまとめる。 

 ・助成対象事業として、「報告書」と「シンポジウムチラシ作成＆印刷」で概ね 19万円。 

 ・チラシには発表者の名前を記載すべき。 

 ・次年度も「サンサン環境保全基金」に応募する。 

 

3.水質調査マップの作成について 

 ・10/15‘（火）校正（渡邉、佐藤） 

 ・前回の運営委員会の決定により参加団体に公開したところ、4団体から修正があった。（佐藤） 

 ・校正後、一般公開が可能。（佐藤） 

 

4. 新知事への意見書の提出について 

  埼玉県水環境課、 農村整備課を通して、新知事との直接会見の道筋をつくる。 

5，その他  「50年前の秩父のウナギは玉淀ダムで絶滅した（編著：内藤定芳）寄贈について 

 

◆次回 令和元年度 第５回運営会議 

 日時：2019年 11月 21日(木)14:00〜  

場所：鶴ケ島市市民活動推進センター 


